
① 現行国庫補助率の嵩上げ

② 需要予測（Ｒ２調査結果）を上回る鉄道利用の促進

⇒ 現行の国庫補助率は１８％であり、想定する補助率
１／３への嵩上げに向けて、国に対する強力な要望活動
が必要

ＪR九州により、空港アクセス鉄道開業後、整備費の１／３
を上限に、豊肥本線など既存路線の増益効果の一部を第三
セクターに拠出

２つの課題

空港アクセス鉄道の整備に向けての課題

⇒ 県としては、拠出額が早期に１／３に到達するよう、
空港アクセス鉄道の一層の利用促進により、既存路線
の増益の拡大を図ることが必要

＊２つの課題を踏まえたスキーム（イメージ）

国庫補助金１／３（県想定）
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